


今後の道路行政についての意見・提案 様式 ① 

 ①道路行政全般について改善すべき点、要望や提案など 山 形 県     

山形県は、蔵王連峰や出羽三山（月山、羽黒山、湯殿山）、鳥海山など優麗な山々に囲まれ、母なる川最上川や緑豊かな田園などが織り

なす美しい自然環境の中で、地域や人々の"絆”を大事にしながら、特色ある文化的風土をかたちづくってまいりました。 

他方、我が国は、人口減少や超高齢化社会の到来など、大きな時代の転換期を迎えており、本県を取り巻く社会経済情勢も大きく変化して

きております。このため、山形県では、一昨年３月に「やまがた総合発展計画～子ども夢未来宣言～」を策定し、子どもたちの世代が夢や希

望を持てる「未来に広がる"やまがた”」の実現を図るため、県民一丸となって様々な取組みを進めております。 

   道路整備においても、厳しい財政制約、少子高齢化の進展、気象の凶暴化など、これまでに経験したことのない状況に立ち至っておりま

す。一方で、道路整備や防災対策を求める要請は依然として強く、より投資効果や波及効果を高めることが求められております。 

   このため、本県では、「広域経済圏の多様な交流や連携のための基盤づくり」、「安全安心のための基盤づくり」を２つの戦略目標に設定

し、戦略に関連する「重要施策への予算の優先的配分」、さらに、「従来のハードに加え地域づくりと一体化」、「既存ストックも活用した物流・

観光も含めた多様な交流の誘導」、「ハード整備手法の弾力的運用」など、新たな考え方の提唱し、新たな時代に向け、その計画づくりに取組

んでおります。 

つきましては、今後の国の道路行政の展開にあたり、昨今の地方分権改革を巡る議論を踏まえ、地方分権を一層推進していただく中で、

本提案の実現について強く要望いたします。  

 

（１）多様な交流・連携の基盤となる高速道路や地域高規格道路は、国家戦略として最優先で整備すべきであり、これら本県の道路整備が、「中

期計画」並びに「東北圏広域地方計画」の広域ネットワークとして具体的に位置づけられること。また、その整備に必要な道路財源を確実に

保証するとともに、財源の配分や工程等を明確に担保すること。その際、県としては広域経済圏おける新たな交流の軸として「五つの県土

軸」を構想しているので、十分配慮すること。（詳細は参考資料－１のとおり） 

 

（２）事業評価におけるＢ／Ｃ（費用対効果）の算定においては、例えば冬期の積雪等の影響、災害時の通行止めの影響、救急医療へのアクセ

ス性向上など、地方の道路の役割が軽んじられることのないよう、また、従来の画一的な経済指標だけでなく、多様な評価が反映されるよう

見直しを図ること。（詳細は参考資料－２のとおり） 

 

（３）閣議決定に基づき、地方財政に影響を及ぼさない措置を図るとともに、国で整備管理する道路については、国が責任を持って対応すること

が必要と考えられることから、少なくとも直轄負担金の内の維持管理費については、これを廃止することを前提に、当面は県の負担率の低減

を図ること。さらに、高速道路の整備においても、県負担のより少ない整備手法とすること。 

 

（４）道路特定財源の一般財源化の検討に際しては、これまでの国の補助･交付金制度が後退することのないよう、必要な道路の財源を確保す

ること。特に、橋の長寿命化や除雪などの維持管理・補修修繕に対しては、新たな支援と更なる拡充を図ること。 



今後の道路行政についての意見・提案 
②－１ 地域の現状と抱える課題 山  形 県 

○課題 ○現状  
人口減少・少子高齢化、経済の低成長、自然災害の凶暴化・ 

多発化などこれまでに経験したことのない状況が到来している。 

 

１．地域の現状 

（１）人口減少・少子高齢化社会の到来と、中山間地域から急激に県 

全体に広がる過疎化の進行 

     [30 年後→県人口３/４、高齢化率４割] 

（２）経済低成長時代における地域経済の衰退と県・市町村の厳しい 

財政状況 

     [経済成長率１％程度、地域格差の拡大] 

（３）社会保障関係経費の増加、さらに国の聖域なき構造改革による 

公共事業費の削減 

[県内建設投資の急激な減少、道路予算１０年前の４割] 

（４）自然災害の多発化と脅威の増大 

[局地的な集中豪雨、過去３０年で倍増] 

 

２．本県における道路の現状 

（１）高速道路の整備率は未だ５０％、加えて供用箇所ですら寸断 

状態 

 

（２）高度経済成長期に建設された橋梁をはじめとする道路施設の 

老朽化 

 

（３）自然災害は増加傾向にあるが、緊急輸送道路の対策も不十分 

 

（４）県民ニーズにおいても、道路整備を求める要望が依然として多い 

様式 ② 

  左記の状況の中、道路行政をめぐる喫緊の課題として次の４つが

あげられる。 

 

（１）東北全体が国際化を進めていくことが求められている中で、本県

がその役割を発揮し、首都圏及び東アジア等との交流連携を深

め、経済的活力を高めていくことが重要である。 

さらに、県内においても、人口減少・少子高齢化から地域を守る

ために、単に人の行き来だけではなく、物流、観光、二地域居住、

企業活動、産業立地・・など交流による新たな需要を引き込むたこと

も必要である。 

そのための基盤となる高速道路の早期ネットワーク化が求められ

ている。 

 

（２）今後大量に発生する老朽化した橋梁等道路施設の更新、補修・

修繕に多額の費用が必要となるため、県財政に与える影響が懸念

される。 

 

（３）大雨や地震等の自然災害時における集落の孤立、情報伝達、高

齢者救援、さらに冬期間の交通の確保など、県民が安全で安心し

て生活できる基盤づくりが重要である。 

 

（４）厳しい財政制約の中、限られた行財政資源で、より投資効果・波

及効果の高い、新たな考え方とこれに基づく計画的な取り組みが求

められる。 



今後の道路行政についての意見・提案 
②－２ 地域の目指すべき将来像 

 

県民の『安心』を基本としつつ、厳しい環境にあるからこそ、未来志向の姿勢を強く持ち続けながら、「『未来』に広がる”やま

がた”」に向け、”いぶき”を「かたち」にする取組みを拡大・発展させ、本県の持つ「３つの力（基盤力、経済力、地域力）」をさ

らに高めることが重要である。その際、諸問題の根源とも言うべき人口減少の社会を乗り越えるため、社会経済のグローバル化の

流れを、むしろ国内・外の活力を｢地域の新しい力」として取組む好機と捉え、「国内」のみならず「海外」へと発想を広げ、「『世

界』を見据えた交流戦略」をすべての政策戦略を通じて展開する。 

  この中で、道路行政の関連するものとして、次の３つが重要である。 

   

（１）国際化を踏まえた多様な連携施策を展開する新たな交流連携軸の実現 

東北圏全体として東アジアの各地域との交流連携を進めるとともに、首都圏の国際化等の 

ポテンシャルを引き込みながら、国際化を進めていくことがポイントとなる。 

そのため、本県が東北圏の中でその役割を発揮し、首都圏及び東アジア等との交流連携 

を深め、経済的活力を高めていくために必要な県土づくり施策を展開する。 

その際、新たな交流連携軸としての、「五つの山形広域連携県土軸構想」を提唱する。 

これらは、従来の道路整備を目的とする「軸」の形成ではなく、「軸上の地域」という概念で、 

軸上の沿線地域に多様な施策の連携機能を形成していくものである。 

 

（２）”次代に引き継ぐ”社会資本の整備と維持管理 

   橋梁をはじめとする高度経済成長期に造られた多くの土木施設が２０年後に更新期のピークを迎える。 

そのため、これまでの施設が劣化し壊れてから修繕する対症療法型の管理から壊れる前に計画的に手当てするアセットマネジメント手法を

用いた予防保全型の管理に転換し、施設の長寿命化による管理コストの縮減、更新時期（事業費）の平準化を図り、次世代に負担をかけない

維持管理を実現する。 

 

（３）県民が安心を実感できる「自然災害や雪に強い県土づくり」 

   局地的に被害をもたらす凶暴化した集中豪雨や東北地方における大規模地震の多発など、県民の不安は増大しており、避難経路の確保、

避難所等の施設の耐震化、緊急輸送道路の機能強化、孤立防止、高齢者対策など、さらに双方向による情報の共有化を図るとともに、冬期に

も安全・安心な道路の整備、機動的な除排雪など、県民が安心を実感できる社会を実現する。 

    

様式 ③ 
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今後の道路行政についての意見・提案 
 ③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 

○期待する効果や評価等 ○重点事項 ○代表事例 ○その他 

(1) 国際化を踏ま

えた多様な連携施

策を展開する新た

な交流連携軸の実

現（高速道路ネット

ワークの形成） 

「五つの山形広域

連携県土軸構想」 

← 新 た な 首 都

300km 圏構想 

 

 

 

←日本海沿岸交流

軸構想 

 

 

 

 

←宮城・山形交流

軸構想 

 

 

 

←東アジア物流軸

構想 

 

 

 

←山形・新潟交流

軸構想 

 

・高規格幹線道路 

①【東北中央自動車道】 

福島 JCT～山形上山 IC 

東根 IC～秋田県雄勝こまち IC 間 

②【日本海沿岸東北自動車道】 

新潟県朝日 IC～鶴岡 JCT、 

酒田みなと IC～秋田県仁賀保 IC 間 

③【東北横断道酒田線】 

月山 IC～湯殿山 IC 間 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域高規格道路 

①【新庄酒田道路、石巻新庄道路】 

②【新潟山形南部連絡道路】 

・高規格幹線道路 

①【東北中央自動車道】 

新たな首都 300km 圏のバックアップ機能、観

光、産業立地、二地域居住、都市農村交流

等の機能を形成し、分断されている東北地域

の一体化、災害時のﾘﾀﾞﾝﾀﾞﾝｼｰ､高度救急医

療施設への 60 分到達圏の実現 

②【日本海沿岸東北自動車道】 

青森から大阪に至る最短コースの一部で、観

光面では首都・近畿圏と東北地方を結び、回

遊性が大きく豊富な農水産物を供給。さら

に、東アジアとの交流・連携で重要な役割を

担う日本海側都市の連携強化 

③【東北横断道酒田線】 

既に仙台と山形は「仙山交流」とて活発な交

流があり、さらに庄内地域の豊かな自然、歴

史、文化との交流の実現 

・地域高規格道路 

①【新庄酒田道路、石巻新庄道路】 

太平洋側と日本海側を最短で結ぶ地理的特

性を活用し、太平洋側における自動車産業

立地等の動きを酒田港を通じ東アジア・ロシ

ア等へ展開 

②【新潟山形南部連絡道路】 

仙台と新潟の連携強化を実現と置賜地域の

優れた観光資源・先端技術を活用した交流・

物流の展開 

山  形  県

様式 ④-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今後の道路行政についての意見・提案 

 

○期待する効果や評価等 ○重点事項 ○代表事例 ○その他 

(2)”次代に引き継

ぐ”社会資本の整

備と維持管理 

（ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ導

入による効率的な

いい管理の推進） 

【橋梁等の長寿命化】 

県管理の橋梁は、約 2,200 橋あり、高度経済成長

期（昭和 30～50 年）に架けられた橋梁が多い。この

ため、20 年後には、架設後 50 年を経過する橋梁が、

約 55%(約 1,200 橋)を占めることになり、耐用年数 60

年とすると、ピークとなる平成 40 年代には、年間約

120 橋の架替が必要になる。 

 このことから、新しくつくることから使い続ける、すな

わち対症療法的補修から予防保全的補修へ転換す

るため、平成 19 年度に、アセットマネジメント手法を

導入した「山形県橋梁長寿命化修繕計画」（約 500

橋）を作成した。 

平成20年度は「ふるさと“やまがた”元気対策枠」と

して 47 億円の予算を確保し重点的に対策を進めて

いる。 
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長寿命化修繕計画 

予防保全管理の適用

建設後５０年以上の橋梁（老朽化橋梁）の増加

山形県長寿命化修繕計画の実施による効果 

 長寿命化修繕計画による計画的な対

策を実施した場合の長期的な総事業費に

ついて、従来の「傷んでから治す管理」を

継続した場合と比較すると、今後100年間

で約25％のコスト縮減が期待できる。

今後、橋梁以外の

道路施設について

も、ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ手

法による効率的な

管理に転換を図る。 

①従来の管理方法の継続
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③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 

様式 ④-2 

山  形  県  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今後の道路行政についての意見・提案 
 

○重点事項 ○代表事例 

(３)”新たな考え方

の提唱” 

「既存ストックを活

用した物流・観光も

含めた多様な交流

の誘導」 

山  形  県

【県土巡り街道】 

県内各地域に点在する隠れた名所、土地の味覚や土産

物、観光農園や体験農業などの地域が秘めるストックと、社

会資本としての道路ストックを、住民や市町村とともに一体化

した街道や周遊ルートを新興し、地域の誇りや、豊かな県土

を醸成する「県土巡り街道」を創設する。 

街道や周遊ルートには、地域づくりとの連携や、市町村と

連携した地域版の道の駅や、風光明媚な撮影スポットなど、

走って楽しい道路の創造によって、新たな人々との交流拡大

通じて、地域振興に寄与する。 

【物流性能道路】 

既存ストックを活かし、特に道路の性能と

いう新しい考え方を導入し、物流に関する

道路性能の向上、例えば、道路の使いや

すさに加え、災害時の代替路や待避所、休

息場所の設置、さらには、企業立地に利用

できる土地など様々な利点や情報を明らか

にし、短期的、長中期的にこれらの性能を

高めていく。 

また、これらの内容を利用者や企業が使

いやすいよう図面等に落とし、広くインター

ネット等で情報を提供し、さらに、それにつ

いて利用者の観点からの意見をいただくよ

うな、双方向型の新たな情報システムを構

築する。 

（画像出典：日本風景街道資料より）
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その土地の美味を提供

地域の風情、歴
史、文化とのふ
れあい

新たな都市住民、
二地域居住者が定着
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土地案内
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漁業体験

（画像出典：日本風景街道資料より）
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《物流性能道路イメージ》  「酒田港の戦略的活用のための物流体系構想」より 

《県土巡り街道イメージ》

③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 

様式 ④-３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

②東アジア物流軸構想 
(宮城・酒田交流軸構想) 
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  ①山形中央交流軸構想 
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 （１）新たな首都300km圏構想（山形中央交流軸構想） 

従来の首都圏のバックアップ機能の 100km 圏構想に対

し、各分野の広域化により新たな首都 300km 圏構想が考

えられている。軸上にバックアップ機能、観光、産業立地、

二地域居住、都市農村交流、園芸・食材等の機能を形成

し、分断されている東北地域の一体化のため東北中央を

新たな軸として首都圏の活力を引き込む視点が重要。 

本軸は内陸部を縦貫し、羽州街道や最上川に沿って都

市が発達し産業、経済が集積。世界遺産登録を目指して

いる最上川に代表される歴史・文化・景観等の多くの資源

を有すエリア。 

高規格道路網は福島・秋田県境部ともに未整備で、県内

の供用済区間も寸断されネットワークが未形成。特に県境

区間を繋げることが重要。災害時のリダンダンシーや復

旧・支援用の輸送道路の確保、高度救急医療施設への６０

分到達圏を実現する医療広域ネットワーク形成が急務。 

鉄道網は東北新幹線の青森延伸に対応した機能強化

が重要。 

航空網は首都圏等とのネットワーク拡充による交流拡大

と東北圏内周遊ルートの多様性による活性化が必要。 

【東北中央自動車道】福島ＪＣＴ～新庄北道路間（概

成）、新庄北道路～秋田県雄勝こまち間（事業着

手・部分供用）。 

【山形新幹線】高速化への対応。 

【空港】山形～東京便の複数便化、羽田空港への小型機乗入れ。 

 
（２）東アジア物流軸構想(宮城・酒田交流軸構想) 

東アジア・ロシア等との貿易や交流により活力を維持・増進させていくなかで、日本海側港湾

の重要性が増大しており、自動車関連産業立地の動きのもと広域的な物流を引き込むことが重

要。 

太平洋側と日本海側を最短で効率的に結ぶ地理的特性を活用して新しい物流ルートを築

き、道路・港湾・鉄道の物流性能を高めていくため、「酒田港の戦略的活用のための物流体系

構想」を展開し、酒田港の機能充実と道路の物流性能の高度化を図る。 

高規格道路網はネットワークが未形成であり、新たな物流・企業誘致や産業・観光振興を呼

び込むために早期形成が急務。 

【酒田港】施設老朽化対策、航路埋没対策（港湾機能維持）。

大型船舶寄港のための岸壁、泊地整備（港湾機能増

進）。 

【新庄酒田道路】新庄～戸沢間（完成）、戸沢～庄内間（事

業着手・部分供用）、庄内～酒田間（完成）。 

【短期的施策：国道４７号】道路の走行性能・安全性の向

上により道路の物流機能強化を実現するための「道路

物流増進（性能向上）マネジメントシステム」による

整備推進。 

【石巻新庄道路】候補路線から計画路線へ格上げ指定。 

（３）宮城・山形交流軸構想 

 仙台と山形の魅力を相互に享受し、仙台の既存イン

フラ・ストック・情報を活用した「仙山交流」を進めている

エリア。 

県内においては内陸・庄内地方の生活圏を結ぶ歴

史・文化・経済の交流軸で、出羽三山、最上川、赤川等

の自然、文化、歴史、精神文化を有す。さらに、仙台・山

形交流の庄内地方への波及が重要。 

高規格道路網は月山道路が未整備で冬期の安全性・

定時性確保が急務。 

鉄道網は東北・山形新幹線を結ぶ格子状高速鉄道ネ

ットワーク形成や都市間交流増大に伴う公共交通の充実による内外の交流拡大が必要。

【山形自動車道】月山～湯殿山間（事業着手）。 

【短期的施策：国道１１２号】月山道路の防災・防雪対策事業。 

【鉄道網】：仙台空港アクセス鉄道への仙山線直通乗り入れ、高速化。 

 

（４）日本海沿岸交流軸構想 

北陸・東北地域を結ぶ日本海側の軸。青森から大阪に至る最短コースの一部で、環鳥

海地区の交流や羽越交流等による交流連携が活発なエリア。観光面では首都・近畿圏と

東北地域を結び、回遊性が大きく豊富な農水産物を供給。東アジアとの交流・連携で重

要な役割を担うため日本海側都市の連携強化が重要。 

高規格道路網は新潟・秋田県境部ともに未整備で広

域交流・連携上の障害。災害時のリダンダンシーや復

旧・支援用の輸送道路の確保、高度救急医療施設への

６０分到達圏を実現する医療の広域ネットワーク化が急

務。 

鉄道網は日本海沿岸や首都圏との交流・連携の推進

が必要。 

【日本海沿岸東北自動車道】新潟県朝日～温海間（事

業着手）、温海～鶴岡ＪＣＴ間（完成）、酒田み

なと～秋田県仁賀保間（事業着手・部分供用）。 

【羽越本線】高速化。 

 

（５）山形・新潟交流軸構想 

仙台と新潟の連携強化を実現するための中継エリ

ア。イザベラバードが「アジアのアルカディア」と絶賛し

た自然景観や歴史文化、十三峠等の観光資源が多数

存在。本エリアには電子精密機器等の優れた先端技術

を有する企業が多く、これらの物流・交流を支える高速

交通網の整備が必要。 

高規格道路網は新潟・宮城県境部ともに未整備。冬

期・災害時のリダンダンシー確保や災害復旧・支援時の

輸送道路の確保が急務。 

【新潟山形南部連絡道路】新潟県関川～長井間（事業着

手・部分供用）、長井～南陽間（事業着手・完成）。 

①軸上の地域において物流を活性

化し企業立地を誘導するため、県

内外と有機的に接続する交流連

携軸の形成により経済的活力を高

めていく。 

②海外との交流・広域物流機能の強

化等により地域活力を生み出す

「世界を見据えた交流戦略」を展

開し、首都圏や東アジア等の活力

を引き込みながら県土づくりを推

進する。 

③社会資本整備とあわせて多様な

交流・連携による地域づくりの一

体的取組による県土づくりを推進

する。 

「五つの山形広域連携県土軸構想」 ～国際化を踏まえた多様な連携施策を展開する新たな交流連携軸の実現～ 

①東北の太平洋側では自動車産業

等の新たな産業立地が進展して

おり、東北自動車道や東北新幹線

等の高速交通施設による交流連携

軸の形成がその一要因。 

②人口減少・少子高齢の加速化、情

報・経済のグローバル化の拡大・

深化等の社会構造変化を国内外

の活力を取り込む好機としてとらえ

る視点が重要。 

③公共投資が厳しくなるなか、社会

資本整備の投資・波及効果を高め

ることが必要。 

従来の道路整備を目的とする「軸」の形成 ⇒ 「軸上の地域」という概念で軸上の沿線地域に多様な施策の連携機能を形成
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① 冬期速度の考慮 

積雪寒冷地帯においては冬期の走行速度が低下するため、冬期速度低減率を考慮した速度を用

いて便益額を算出して頂きたい。 

冬期速度低減率（１次、２次）、冬期日数の割合

冬期日数の割合 速度低減率（２次）

夏期 48.1km/h

冬期 42.0km/h

夏期 96.2km/h

冬期 89.2km/h

夏期 45.5km/h

冬期 34.1km/h

夏期 100.7km/h

冬期 96.0km/h
※高速道路は４車線以上の道路の速度

（高規格幹線道路に関する点検について（国土交通省　道路局）より）
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4.7%
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→

→

→
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12.7%×5/12＝5.3%

　7.3%×5/12＝3.0%

25.1%×4/12＝8.4%

　4.7%×4/12＝1.6%
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（例）１３号新庄市～金山町間での速度低下の状況 
 調査の結果、夏期速度 47.5km/h、冬期速度 35.5km/h であったことから速度低減率（２次）8.4%の値

は妥当と考えられる。  
② 災害時の現道通行止め期間の影響の考慮 

災害時、通行止めが発生し大幅な迂回となる場合、通行止め期間の現道延長を迂回延長とする

とともに、迂回日数見合いの経済損失額の削減効果を便益に加えて頂きたい。  

 
（例）（日本海沿岸東北自動車道の整備効果） 
７号小岩川通行止めによる影響 （約４２時間の通行止め） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                
 
 
主な経済損失、県民生活影響                       
・2 日間の企業生産停止による経済損失額（某食品会社約 40 百万円）     

・温泉予約 30 件 100 名程度ｷｬﾝｾﾙ （約 2百万円）             

・道の駅売り上げ 2 割減（約 2 百万円）、観光物産館 昼食ｷｬﾝｾﾙ 2 件（約 0.3 百万円） 

・新潟大学→荘内病院 派遣医師の到着遅れ、放射線医師の派遣ｷｬﾝｾﾙ 

中学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ運休により生徒 100 人以上自宅学習、小学校給食ｾﾝﾀｰ車が迂回で遅れ、児童は昼食なしで

帰宅（200 食） 

③ 救急医療へのアクセス性向上による救命率向上の考慮 

高速道路の整備は、救急医療施設への搬送時間の短縮、これによる救命率の向上に寄与する

など命をつなぐ道として機能するため、救命率向上による人的損失額の削減効果を便益に加え

て頂きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲将来ネットワークの整備による 

救急病院アクセス圏人口の変化（最上地方） 

 
（例）（東北中央自動車道の整備効果） 
高速道路ネットワークが未整備の最上地方で

は、ネットワークの整備により約 3,200 人の方が

現在より救急搬送時間の短縮が図られ、下図のカ

ーラー曲線に代表される３つ疾患でも年間３名

程度の命が救われるものと試算される。 
 
 
 

 
 
上記の計算式に基づき、東北中央道の整備効果を試算する

と、約７億円の便益と計算される。 
④ CO２削減効果の考慮 

高速ネットワークへの交通転換に伴う自動車交通の走行速度向上により、自動車からの CO2 排

出量が削減されるため CO2 削減効果を便益に加えて頂きたい。 

 

（例）本県の点検評価区間における CO2 削減量（千 t/年、百万円）（指標１２より） 
路線名 区間名 削減量 年間削減額 
日沿道 朝日～温海 4.7 50 
日沿道 酒田みなと～象潟 22.1 234 
中央道 新庄北～金山町飛ﾉ森 7.0 74 
中央道 真室川町及位～湯沢市上院内 6.2 66 

※削減量については「高規格幹線道路に関する点検について」（国土交通省道路局）より 

 

(H18.7.13 鶴岡市小岩川) 
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差 
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「公共事業評価の費用便益分析に
関する技術指針」（国土交通省）改
訂案では、 
貨幣価値原単位＝10,600 円/t-C 

（国道 13 号 新庄市泉田）

 事業評価におけるＢ／Ｃ（費用対効果）の充実 

 ～～地域の実情に応じた多様な便益の反映～～ 

※ 迂回区間 

日沿道(朝日)～Ｒ１１３(荒川) 

～Ｒ１３(南陽)～中央道(山形上

山)～横断道(鶴岡)～日沿道(温海) 

44.3 百万円 
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高速道路の整備により、

短時間での搬送可能人口

が増加 

▼カーラー曲線 

 
高速道路、地域高規格道

路計画区間沿線地域の時

間短縮効果が大きい 

「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針」
（国土交通省）改定案では、 

精神的損害額＝226 百万円/人（死亡） 

 

救急医療へのアクセス向上便益（円／年） 

＝ 救急車の現場へのアクセス向上 ＋ 現場から病院へのアクセス向上 

 

救急車の現場へのアクセス向上 

整備なし（without）の場合の 

＝ 救急車到着までに損失する人命数の貨幣評価値 
 

整備あり（with）の場合の 
－ 救急車到着までに損失する人命数の貨幣評価値 

 

現場から病院へのアクセス向上 

整備なし（without）の場合の 

＝ 病院到着までに損失する人命数の貨幣評価値 
 

整備あり（with）の場合の 
－ 病院到着までに損失する人命数の貨幣評価値 

 

救急車到着および病院到着までに損失する 

人命数の貨幣評価値（円／年）＝ Σ ΣＰｎ × Ａｎ × Ｂｒ× Ｃｒ × δ 

 
ｎ ｒ

参考資料－２ 

写真提供：山形新聞社 
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